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山王　135号 2

　

令
和
二
年
の
新
年
を
迎
え
、
新
春
を
寿
ぎ
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
枝
大
神
様
の
広
大
な
る
ご
加
護
が

皆
様
の
上
に
蒙
り
奉
ら
れ
、
本
年
も
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
枝
神
社
の
氏
子
崇
敬
会
第
七
代
会
長
を
拝
命
し
て
か
ら
、
早
く
も
三
年
弱
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
皆
様

か
ら
の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
由
緒
あ
る
日
枝
神
社
氏
子
崇
敬
会
の
会
長
と
い
う
重
責
を
果
た
す
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
東
京
都
知
事
と
し
て
の
任
期
も
折
り
返
し
を
過
ぎ
、
気
を
引
き
締
め
直
し
て
都
政
に
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
で
あ
り
ま
す
。
東
京
都
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
色
々
な
施
策
の
総
決
算
と
な
る
年
で
す
。
東
京
二
〇
二
〇
大
会
を
成
功
さ
せ
、「
伝
統
」
と
「
革
新
」
が
共
存
す
る
東
京
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
た
め
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
先
の
東
京
・
日
本
の
持
続
的
な
成
長
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
施
策

を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

東
京
二
〇
二
〇
大
会
は
、
東
京
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
に
も
な
り
、
日
本
の
技
術
を
世
界
に
発
信
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と

捉
え
て
お
り
ま
す
。
Ｅ
Ｖ
や
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
普
及
に
よ
る
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
東
京
」、
先
駆
的
な
技
術
を
持
つ

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
支
援
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」、
そ
し
て
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
と
な
り
う
る

５
Ｇ
に
よ
る
電
波
の
道
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
と
な
る
、
５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
事
業
「T

O
K
Y
O

 D
ata H

ighw
ay

」。

東
京
二
〇
二
〇
大
会
の
成
功
は
も
と
よ
り
、
そ
の
先
の
東
京
・
日
本
の
持
続
的
な
成
長
に
向
け
、
着
実
に
し
か
し
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
天
皇
陛
下
の
御
退
位
及
び
皇
太
子
殿
下
の
御
即
位
と
、
わ
が
国
に
と
り
ま
し
て
極
め
て
重
要
な
一
年
と
な
り
、
様
々
な

国
家
行
事
が
恙
無
く
行
わ
れ
、
平
和
で
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
子
年
。
相
場
格
言
で
は
「
子
は
繁
栄
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
十
二
支
の
中
で
一
番
最
初
に
数
え
ら
れ
る
子
年
は
、

新
し
い
物
事
や
行
事
、
新
た
な
事
が
始
ま
る
年
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
子
孫
繁
栄
や
経
済
の
繁
栄
の
象
徴
と
し
て

も
、
大
変
縁
起
の
良
い
年
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
格
言
通
り
、
東
京
二
〇
二
〇
大
会
を
大
成
功
さ
せ
、
稼
げ
る
東
京
を
目
指
し
、

様
々
な
具
体
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
国
家
の
安
寧
と
弥
栄
、
日
枝
神
社
の
ご
神
徳
の
昂
揚
と
ご
社
頭
の
ご
隆
昌
、
氏
子
崇
敬
会
の
更
な
る
ご
発
展
、

ま
た
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
切
に
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
令
和
二
年
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
を
迎
え
て

日
枝
神
社
氏
子
崇
敬
会
長　
　

小  

池
　
百  

合  

子

一
月
　
一
日
（
水
）

	

午
前
零
時	

若
水
祭

		


神
能
「
ひ
と
り
翁
」
奉
奏

		


山
階
彌
右
衛
門
師
　
奉
仕

	

午
前
七
時	

歳
旦
祭

一
月
　
三
日
（
金
）

	

午
前
九
時	

元
始
祭

一
月
　
六
日
（
月
）

	

午
後
二
時	

奉
納
書
初
展
感
謝
奉
告
祭

	

午
後
三
時	

山
王
奉
書
会
・
記
念
講
演

一
月
十
三
日
（
月
）

　	

午
前
十
一
時
　
印
章
護
持
祭

一
月
十
五
日
（
水
）

	

午
前
九
時
　
月
次
祭

	

午
前
十
時
三
十
分
　
神
符
焼
納
祭

一
月
十
八
日
（
土
）〜
十
九
日
（
日
）

		


神
宮
初
詣
旅
行
会

一
月
二
十
七
日
（
月
）

	

午
後
六
時
　
新
年
互
礼
会

二
月
　
三
日
（
月
）

	

午
前
十
一
時
三
十
分

		


節
分
祭
追
儺
神
事

新
春
祭
典
・
行
事
の
ご
案
内
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皇
紀
二
千
六
百
八
十
年
、
令
和
二
年
の

幕
開
け
を
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
天
下
泰

平
、
国
土
安
穏
、
聖
寿
無
窮
、
万
民
豊
楽

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
御
代
替
わ
り
の
御
慶
事
が
続

き
、
国
民
の
多
く
が
ご
皇
室
を
戴
く
わ

が
国
の
あ
り
よ
う
を
再
認
識
し
た
だ
け
で

な
く
、
国
内
外
に
日
本
の
長
い
歴
史
と
伝

統
、
文
化
を
広
く
理
解
い
た
だ
け
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

私
も
様
々
な
儀
式
、
式
典
に
参
列
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
改
め
て
日
本
の
国
柄
を
体

い
っ
ぱ
い
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
二
日
の
即
位
礼
正
殿
の
儀
に

は
宮
中
で
国
内
外
の
招
待
者
約
二
千
名

と
と
も
に
、
十
一
月
九
日
の
皇
居
前
広
場

で
の
即
位
を
お
祝
い
す
る
国
民
祭
典
に

は
三
万
人
と
、
翌
十
一
月
十
日
の
祝
賀
御

列
の
儀
に
は
約
十
二
万
人
の
人
々
と
沿
道

で
、
世
界
で
も
っ
と
も
長
く
紡
が
れ
て
き

た
ご
皇
室
の
存
在
、
美
し
さ
に
歓
喜
の
声

が
溢
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
四
日
、
新
天
皇
が
即
位
さ
れ

た
後
に
新
穀
を
神
々
に
お
供
え
し
、
と
も

に
召
し
上
が
る
皇
位
継
承
に
伴
う
一
世
一

度
の
重
要
祭
祀
で
あ
る
大
嘗
宮
の
儀
で

は
、
陛
下
の
祈
り
と
と
も
に
あ
り
た
い
と

参
列
し
、
太
古
の
昔
の
人
々
と
つ
な
が
る

幸
福
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
六
日
の
大
饗
の
儀
で
は
、
大

嘗
宮
の
儀
で
供
え
ら
れ
た
白し

ろ
き酒

、
黒く

ろ
き酒

を

賜
り
、
つ
つ
が
な
く
慶
祝
行
事
が
終
え
ら

れ
た
こ
と
に
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た

世
紀
の
大
行
事
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
関

係
各
位
の
ご
協
力
に
も
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　

令
和
と
な
っ
て
初
め
て
迎
え
る
庚

か
の
え
・
ね子
の

本
年
は
、
終
わ
り
改
め
な
が
ら
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
年
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
今
の
日
本
の
姿
を
表
し
て

い
る
よ
う
な
干
支
周
り
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。
今
年
は
、い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
活
躍
が
全
世
界
の

人
々
の
勇
気
と
希
望
と
な
る
よ
う
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

六
十
年
前
の
庚
子
の
年
は
、
岸
信
介
総

理
の
下
で
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障

条
約
（
新
安
保
条
約
）
が
成
立
、
そ
の
後

の
池
田
勇
人
内
閣
で
は
初
の
女
性
大
臣
が

誕
生
、
年
の
瀬
が
近
づ
い
た
頃
に
は
池
田

総
理
が
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　

翌
年
か
ら
の
十
年
間
で
国
民
総
生
産
を

倍
増
さ
せ
る
目
標
で
し
た
が
、
結
果
的
に

は
計
画
以
上
の
高
度
経
済
成
長
に
至
り
ま

し
た
。

　

私
が
所
得
倍
増
計
画
の
演
説
を
聞
い
た

の
は
、
小
学
生
の
時
で
し
た
。
友
人
た
ち

と
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
福
井
の
わ
が
家

で
遊
ん
で
い
た
時
、
国
会
演
説
の
画
面
が

飛
び
込
ん
で
き
た
の
で
す
。
独
特
の
渋
み

の
あ
る
総
理
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、「
お

金
が
二
倍
に
な
る
ん
や
ざ
あ
、
お
や
つ
も

二
倍
に
な
る
ん
や
ざ
あ
」
と
嬉
し
く
な
っ

て
、
私
た
ち
は
卓
袱
台
の
お
菓
子
を
ほ
お

ば
り
大
笑
い
し
た
こ
と
を
鮮
や
か
に
思
い

出
し
ま
す
。

　

先
日
、
話
を
伺
っ
た
八
十
一
歳
の
女
性

社
長
さ
ん
は
、
子
育
て
も
終
え
、
介
護
し

て
い
た
両
親
を
看
取
っ
た
五
十
五
歳
の

時
に
公
民
館
で
の
講
座
に
参
加
し
、
お

饅
頭
や
お
赤
飯
、
お
惣
菜
を
販
売
す
る
会

社
を
立
ち
上
げ
、
近
所
の
主
婦
の
皆
さ
ん

と
元
気
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
均

年
齢
七
十
歳
の
皆
さ
ん
は
「
働
く
の
が
楽

し
い
」「
孫
に
お
小
遣
い
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
幸
せ
」
と
口
々
に
喜
び
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
た
今
こ
の
時
も
、
人
間
関

係
や
病
気
、
経
済
的
に
困
難
を
抱
え
て
暗

や
み
に
あ
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
光
の

中
に
あ
る
人
で
も
、
春
の
優
し
い
陽
の
光

ば
か
り
で
は
な
く
、
灼
熱
の
陽
に
照
ら
さ

れ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

勤
勉
で
誠
実
で
真
面
目
な
日
本
人
の
性

格
か
ら
か
、
幾
分
働
き
す
ぎ
の
現
代
の
大

人
た
ち
に
、
心
身
と
も
に
余
裕
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
働
き
方
改
革
や
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
な
ど
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
、
誰
も
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
社
会
に
、
そ
し
て
日
本
の
強
み
で
あ
る

チ
ー
ム
力
を
活
か
し
た
底
力
が
存
分
に
発

揮
で
き
る
成
熟
し
た
社
会
と
な
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
の
子
供
た
ち
は
、
国
の
か
じ
と
り
に

素
朴
な
期
待
を
寄
せ
、
朗
ら
か
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

い
い
国
に
良
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
生
ま
れ

た
こ
と
を
感
じ
、
喜
び
生
き
る
こ
と
が
出

来
た
少
女
時
代
の
恩
返
し
に
、
次
の
世
代

に
希
望
を
与
え
る
環
境
づ
く
り
が
出
来
た

ら
と
祈
り
を
た
ず
さ
え
な
が
ら
日
々
勤
め

励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
国
家
の
安
寧
と
皆
様
の

ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
議
院
議
員

山
谷
え
り
子

特
別
寄
稿
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本
庄
市
は
埼
玉
県
北
部
に
位
置
し
日
本

橋
か
ら
十
番
目
の
宿
場
で
、
江
戸
時
代
後

期
に
は
中
山
道
六
十
九
宿
の
中
で
最
大
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。（
写
真
1
）

近
隣
の
物
産
は
こ
の
本
庄
宿
を
流
れ
る
利

根
川
の
水
運
を
利
用
し
て
一
大
消
費
地
で

あ
る
江
戸
へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
流
通
の
過
程
で
江
戸
の
祭
礼
と
富
が

本
庄
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域

周
辺
で
は
江
戸
時
代
よ
り
養
蚕
業
が
盛
ん

で
、
明
治
期
に
な
る
と
生
繭
生
産
全
国
第

一
位
と
な
り
、「
繭
の
町
本
庄
」
と
言
わ

れ
る
程
に
発
展
し
ま
し
た
。
明
治
の
偉
人

「
渋
沢
栄
一
」
も
隣
町
の
深
谷
宿
出
身
で
、

近
年
世
界
遺
産
と
な
っ
た
富
岡
製
糸
場
を

興
し
、
本
庄
の
繭
糸
産
業
に
多
大
な
る
影

写真 1

響
を
及
ぼ
し
た
事
も
本
庄
市
の
歴
史
を
語

る
上
で
大
変
重
要
な
出
来
事
で
す
。
さ
ら

に
地
元
出
身
の
偉
人
と
し
て
ヘ
レ
ン
ケ

ラ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
塙
保
己
一
」

が
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
改
め
て
本
庄
宿
の
祭
り
の
概
要

を
簡
単
に
説
明
致
し
ま
す
。
現
在
本
庄
に

は
夏
と
秋
に
二
つ
の
祭
が
あ
り
、
今
も
江

戸
の
祭
禮
の
形
態
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま

す
。
江
戸
で
は
「
天
下
祭
（
山
王
祭
り
、

神
田
祭
り
）」
に
見
ら
れ
る
山
車
祭
り
と

宮
神
輿
の
祭
り
で
あ
る「
江
戸
祇
園
祭（
江

戸
天
王
祭
）」
の
二
種
類
の
大
祭
が
あ
り

ま
し
た
が
、本
庄
に
は
こ
の
「
山
車
祭
禮
」

と
「
神
輿
祭
禮
」
の
両
方
の
祭
禮
様
式
が

伝
播
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
夏
祭
り
で
す
が
、
酷
暑
の
七
月

中
旬（
土
曜
日
と
日
曜
日
）に「
祇
園
祭
り
」

と
し
て
開
催
さ
れ
、
二
十
数
基
の
神
輿
が

市
中
を
渡
御
し
ま
す
。（
写
真
2
）
そ
の

中
山
道
最
大
の
宿
場
町

「
本
庄
」と
江
戸
祭
禮
の

地
方
へ
の
伝
播

本
庄
市
本
町  

祭
禮
保
存
会  

会
長
　
　

猪

野

芳

孝

―
日
本
三
大
祭
︱

異 

聞

山
王
祭
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写真 2

写真 4

写真 5

写真 3

中
で
も
本
町
町
会
が
代
々
引
き
継
い
で
い

る
「
天
王
祭
」（
写
真
3
）
は
本
庄
宿
の

歴
史
を
語
る
上
で
と
て
も
重
要
な
繋
が
り

が
あ
り
、鎌
倉
街
道
に
あ
っ
た
定
期
市（
月

に
六
回
開
催
さ
れ
て
い
た
）
の
権
利
を
寛

文
三
年
（
一
六
六
三
年
）
に
隣
町
か
ら
を

譲
り
受
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
時
、

牛
頭
天
王
を
祭
神
と
す
る
市
神
様
も
同
時

に
譲
り
受
け
市
の
繁
栄
と
疫
病
退
散
の
願

を
込
め
、
そ
の
年
の
六
月
二
十
七
日
に
祭

り
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
宝
歴

十
年
（
一
七
六
〇
年
）
に
本
庄
の
総
鎮
守

で
あ
る
金
鑚
神
社
が
神
輿
を
新
調
し
宿
内

渡
御
（
神
幸
祭
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
数

年
後
の
明
和
四
年
（
一
七
六
七
年
）
に
本

町
町
会
が
大
阪
の
宮
屋
九
郎
兵
衛
よ
り
天

王
神
輿
を
購
入
（
写
真
4
）、
翌
明
和
五

年
（
一
七
六
八
年
）
六
月
二
十
六
日
に
先
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述
の
市
神
様
を
こ
の
本
町
天
王
神
輿
に
遷

宮
し
、翌
日
の
二
十
七
日
に
神
輿
渡
御（
神

幸
祭
）を
行
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

次
に
秋
祭
り
で
あ
る
「
本
庄
ま
つ
り
」（
写

真
5
）
で
す
が
、
秋
も
深
ま
っ
た
十
一
月

二
日
と
三
日
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
二
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
が
自
町
内

を
廻
り
、
三
日
が
本
祭
り
と
し
て
朝
か
ら

各
町
が
中
山
道
で
山
車
を
順
次
出
迎
え
な

が
ら
隊
列
を
組
ん
で
神
社
に
集
合
し
ま

す
。
正
午
に
な
る
と
花
火
の
合
図
と
と
も

に
神
社
神
輿
を
中
心
と
す
る
神
幸
祭
（
写

真
6
）
が
厳
か
に
出
発
し
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
後
に
続
き
、
当
番
町
の
祭
典
委
員
長

の
掛
け
声
と
と
も
に
付
祭
り
と
し
て
山
車

が
動
き
出
し
、
宿
は
ず
れ
の
御
旅
所
ま
で

の
華
々
し
い
巡
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

山
車
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
お
囃
子
は
、
徳

川
氏
発
祥
の
地
で
あ
る「
世
良
田
東
照
宮
」

で
有
名
な
群
馬
県
太
田
市
の
世
良
田
町
の

祭
り
囃
子
が
源
流
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

山
道
を
神
幸
祭
の
神
聖
な
行
列
に
続
き
、

当
時
さ
な
が
ら
の
着
物
や
半
纏
な
ど
の
祭

り
衣
裳
で
着
飾
っ
た
子
供
や
大
人
の
祭
り

人
達
が
人
形
山
車
の
綱
を
引
き
な
が
ら
練

り
歩
く
様
は
、
ま
さ
に
江
戸
時
代
に
将
軍

様
に
上
覧
す
る
た
め
に
江
戸
城
に
入
城
し

た
「
江
戸
天
下
祭
」
が
描
か
れ
た
錦
絵
の

光
景
そ
の
ま
ま
で
す
。（
写
真
7
）

　

こ
の
山
車
引
き
の
歴
史
は
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
年
）
に
町
の
中
心
部
で
あ
る

仲
町
町
会
が
日
本
橋
の
十
軒
店
（
現
在
の

日
本
橋
室
町
四
丁
目
）
に
店
を
構
え
て
い

た
「
原
舟
月
」
よ
り
山
車
を
購
入
し
た
こ

と
が
本
庄
宿
に
江
戸
型
山
車
が
登
場
し
た

始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
競
う
よ
う
に
そ
の
他

の
町
会
が
江
戸
の
老
舗
の
店
よ
り
山
車
を

写真 6

写真 7

写真 8
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頌

　　　　　　　春

　　令和
二

　

 

　　歳

庚
子　

日
枝
神
社

責
任
役
員

同同同同同 代
表
役
員

宮

司

責
任
役
員

権
宮
司

宮
西
修
治

細
田
安
兵
衛

中
澤
彦
七

福
原
義
春

大
澤
忠
政

澤
田
晴
子

杉
山
博
孝

大
塚
正
行

謹
み
て
新
年
の

　御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

購
入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
に
な
り

二
町
会
が
山
車
を
製
作
し
令
和
に
至
る
現

在
は
「
江
戸
天
下
祭
」
の
影
響
を
受
け
た

絢
爛
豪
華
な
十
本
の
山
車
が
年
に
一
度
の

例
祭
で
笛
や
太
鼓
の
優
雅
な
音
色
と
と
も

に
本
庄
市
中
を
巡
行
し
ま
す
。（
写
真
8
）

　

こ
の
十
本
の
山
車
の
う
ち
七
本
が
明
治

期
に
「
江
戸
天
下
祭
」
の
山
車
を
作
っ
た

「
原
舟
月
」「
横
山
朝
之
」「
浪
速
屋
七
郎

兵
衛
」
か
ら
購
入
し
た
山
車
で
す
。
何
故

こ
の
よ
う
な
山
車
が
本
庄
に
あ
る
の
か
は

私
の
推
測
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
時
、
本

庄
宿
を
開
い
た
新
田
源
氏
の
末
裔
で
あ
る

戸
谷
半
兵
衛
と
い
う
豪
商
が
お
り
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
戸
谷
半
兵
衛
は
江
戸
の
横
山
町
に
土
地

を
購
入
、
そ
の
四
年
後
に
室
町
の
鳥
屋
五

兵
衛
よ
り
店
を
買
い
取
り
日
本
橋
に
進
出

し
、
商
い
を
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
人
々
か
ら
江
戸
の
文
化

が
徐
々
に
本
庄
に
も
伝
播
し
、
祭
り
と
い

え
ば
「
江
戸
天
下
祭
」、
と
な
れ
ば
神
田

や
山
王
の
祭
事
で
使
わ
れ
て
い
た
山
車
と

同
じ
物
を
こ
の
地
で
も
是
非
と
も
購
入
し

て
引
き
廻
し
た
い
と
い
う
思
い
が
当
時
の

町
衆
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
本
町
町
会
が
夏

の
祇
園
祭
り
の
神
幸
祭
で
担
い
で
い
る
天

王
神
輿
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）

に
東
京
で
修
理
を
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
帳
簿
や
書
付
な
ど
の
記

録
が
無
く
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八

年
）
の
夏
祭
り
の
片
づ
け
を
し
て
い
る
時

に
、
そ
の
様
子
を
中
央
区
日
本
橋
よ
り
見

学
に
来
て
い
た
山
瀬
一
男
氏
が
、
神
輿
の

屋
根
裏
の
梁
に
書
か
れ
た
墨
書
き
を
解
読

し
た
と
こ
ろ

　
「
こ
れ
は
日
本
橋
で
修
理
を
し
て
い
ま

す
よ
。
こ
こ
に
『
通
二
』（
写
真
9
）
と

書
か
れ
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
今
の

日
本
橋
高
島
屋
が
有
る
と
こ
ろ
で
す
よ
。

平
成
最
後
の
年
に
大
発
見
！
本
庄
の
山
車

も
神
輿
も
東
京
（
江
戸
）
と
繋
が
っ
て
い

る
証
拠
で
す
ね
。」

　

と
興
奮
ぎ
み
に
私
に
教
え
て
下
さ
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
偶
然
か
ら
ま
た
一
つ

本
庄
の
祭
り
の
歴
史
が
紐
解
か
れ
た
こ
と

は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
山
瀬

氏
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
を
迎
え
た
今
日
、
川
越
市
を
は
じ

め
、
佐
倉
市
や
栃
木
市
な
ど
関
東
の
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
山
車
、
屋
台
、
神
輿
を

用
い
た
様
々
な
祭
り
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
祭
り
を
私
も
何
度
も
見
聞
し
て
改

め
て
思
う
こ
と
は
、「
江
戸
天
下
祭
」
が

当
時
の
人
々
に
は
本
当
に
凄
い
一
大
祭
禮

で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
見
て
感
動
し
た
地
方

の
人
達
が
そ
の
有
様
を
伝
播
し
、
影
響
を

与
え
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

今
現
在
で
も
祭
禮
文
化
の
発
信
源
は
大
東

京
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
先
人
か
ら
託
さ
れ
た
日
本
の
伝
統

文
化
を
絶
や
す
こ
と
な
く
し
っ
か
り
と
次

の
世
代
に
伝
え
て
行
く
こ
と
に
決
意
を
新

た
に
致
し
ま
し
た
。

写真 9
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㈱
小
松
ス
ト
ア
ー

代
表
取
締
役

小
坂
　
敬

㈱
新
橋
玉
木
屋

代
表
取
締
役

田
巻
章
子

や
す
幸

松
井
俊
樹

石
原
　
壽

㈱
銀
座
ナ
イ
ン

代
表
取
締
役

会

長

柴
田
孝
則

㈱
銀
座
木
村
家

代
表
取
締
役

木
村
美
貴
子

3口3口 3口

京

橋

八
重
洲
・
日
本
橋

崇
敬
者
（
氏
子
外
）

銀

座

新

橋

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

㈱
ぬ
利
彦

代
表
取
締
役

社

長

中
澤
彦
七

社

長

マ
ネ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
㈱

松
本
　
大

永
田
町
・
霞
ヶ
関

平

河

町

山
の
茶
屋

遠

藤

恒

夫

㈱
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル 

東
急

総

支

配

人

末
吉
孝
弘

㈱
ア
ル
フ
ァ
ビ
デ
オ

代
表
取
締
役

青
山
朋
孝

山
王
む
ら
さ
き
会

会

長

藤
田
　
誠

日
枝
神
社
四
葉
会

㈱
食
文
化
総
研

レ
ス
ト
ラ
ン
黒
澤
グ
ル
ー
プ

麹
町
・
紀
尾
井
町

㈱
ジ
ャ
パ
ン
グ
レ
ー
ラ
イ
ン

代
表
取
締
役

眞
下
慶
一
郎

弁
護
士
法
人 

一
番
町
綜
合
法
律
事
務
所

代

表

社

員

神
﨑
浩
昭

㈱
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
タ
ニ

代
表
取
締
役

社

長

大
谷
和
彦

㈱
ジ
ョ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

堀
切
健
司

㈲
ナ
リ
タ
美
容
室

代
表
取
締
役

成
田
弘
子

番
町
・
九
段
・
四
谷

㈱
伊
勢
半
本
店

代
表
取
締
役

社

長

澤
田
晴
子

表
千
家  

不
審
菴

家

元

千
　
宗
左

㈱
千
修

代
表
取
締
役

社

長

下
谷
友
康

三
番
町

田

中

康

博

池
田
薬
局池

田

新

二

㈱
榮
太
樓
總
本
鋪

代
表
取
締
役

社

長

細
田
　
眞

木
村
實
業
㈱

代
表
取
締
役

木
村
平
右
衛
門

中
西
瀝
青
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役

森
口
友
美
子

新
日
本
不
動
産
㈱

代
表
取
締
役

中
島
信
子

㈱
東
京
會
舘

取
締
役
社
長

渡
辺
訓
章

㈱
髙
島
屋

常
務
取
締
役

亀
岡
恒
方

正
金
商
事
㈱

代
表
取
締
役

蛯
原
宗
久

㈱
ホ
ッ
タ

取
締
役
社
長

堀
田
峰
明

㈱
小
林
傅
次
郎
中
央
地
所
部

代
表
取
締
役

社

長

小
林
久
子

銀
座
吉
田
㈱

代
表
取
締
役

吉
田
民
雄

㈱
木
村
商
店

代
表
取
締
役

木
村
暖
子

銀
座
越
後
屋

八

代

目

永
井
甚
右
衛
門

㈱
ギ
ン
ザ
の
サ
ヱ
グ
サ

大
手
町
・
丸
の
内

内
幸
町
・
有
楽
町

東
宝
㈱

名

誉

会

長

松
岡
　
功

泉
吉
㈱

代
表
取
締
役

岸
本
昌
子

㈾
清
水
隆
商
店

代
表
社
員

清
水

昭

治

㈱
桜
井
食
品

代
表
取
締
役

社

長

桜

井

　

勉

㈱
朝
日
写
真
ニ
ュ
ー
ス
社

代
表
取
締
役

社

長

阪
田
裕
一

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

執

行

役

員

田
苗
　
明

日
本
橋
𠮷
野
鮨
本
店

𠮷

野

正

敏

㈱
帝
国
ホ
テ
ル

取
締
役
社
長

定
保
英
弥

㈱
大
槻
装
束
店

代
表
取
締
役

大
槻
奈
津
子

き
ね
や
足
袋
㈱

代
表
取
締
役

中
澤
貴
之

日
枝
神
社

大
総
代

同同同同同同同同同同同同同同同同同

遠
藤
恒
夫

関
口
弥
寿
雄

笠
井
清
純

田
中
康
博

池
田
新
二

清
水
昭
治

岡
村
好
貴

松
岡

　功

野
永
喜
一
郎

安
西
暉
之

冨
田
正
一

小
坂

　敬

北
見
芳
夫

木
村
暖
子

安
倍
洋
子

羽
田
宇
男

細
田

　眞

亀
岡
恒
方

日
枝
神
社

宮

司

権
宮
司

禰

宜

禰

　宜

権
禰
宜

同同同同同同同同同

宮
西
修
治

大
塚
正
行

髙
原
聖
司

鎌
田
周
作

土
田
幸
大

八
巻
岳
秀

片
山

　徹

内
田
博
之

杉
山
正
吉
史

手
塚
和
記

松
橋
裕
晃

高
野
大
樹

佐
藤
祐
貴

中
島
大
二
郎

㈱
大
澤
ロ
ー
ヤ
ル

代
表
取
締
役

大
澤
忠
政

中
島
金
属
箔
粉
工
業
㈱

代
表
取
締
役

会

長

中
島
　
武

コ
ト
ー
商
事
㈱野

玉
善
一

㈱
ト
ミ
タ

取
締
役
会
長

冨
田
正
一

㈱
糟
谷

相

談

役

糟
谷
孝
男

㈱
井
筒
装
束
店

代
表
取
締
役

佐
織
鉄
郎

日
本
料
理
ゆ
か
り

野
永
喜
一
郎

エ
ス
ビ
ー
食
品
㈱

代
表
取
締
役

社

長

小
形
博
行

い
ち
よ
し
証
券
㈱

執
行
役
社
長

小
林
　
稔

山
王
熱
供
給
㈱

代
表
取
締
役

社

長

津
曲
荒
太

東
京
建
物
㈱

代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員

野
村
　
均

東
京
中
央
青
果
㈱

代
表
取
締
役

社

長

鈴
木
敏
行

㈱
フ
ェ
ム

代
表
取
締
役

藤
田
　
誠

㈱
錦
屋
マ
リ
エ
マ
リ
エ

取
締
役
社
長

勝
田
久
美
子

川
崎
定
徳
㈱川

﨑
眞
次
郎

代
表
取
締
役

会

長

北
見
不
動
産
㈲北

見
芳
夫

代
表
取
締
役

北
見
千
穂

㈾
北
見
商
店北

見
ま
さ
ゑ

代

表

社

員

㈱
泉
屋
東
京
店

代
表
取
締
役

泉
由
紀
子

㈱
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

社

長

是
枝
周
樹

㈱
ホ
ッ
ト
ア
ー
ト

代
表
取
締
役

望
月
秀
峻

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

取
締
役
会
長

鈴
木
健
之

㈱
髙
田
装
束
店

代
表
取
締
役

加
藤
充
則

順不同敬称略

㈱
ア
ー
バ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

社

長

服
部
信
治

頌

　　　　　　　春

　　　　令和
二

　

 

　　歳

㈱
植
む
ら
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役

十
文
字
弘
美

麹
町
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役

勝
山
　
勝

永
田
町
　
天
竹

荻

原

秀

夫

代
表
取
締
役

金
子
架
設
工
業
㈱

青
木
　
茂

㈱
プ
レ
ナ
ス塩

井
辰
男

代
表
取
締
役

社

長

京
橋
大
根
河
岸
会

会

長

鈴
木
敏
行

庚
子　

頌

　　　　　　　春

　　　　令和
二

　

 

　　歳

庚
子　

謹 賀 新 年謹 賀 新 年
順不同敬称略

謹 賀 新 年謹 賀 新 年
㈶
答
礼
会

理

事

長

石
川
幸
生

代
表
取
締
役

社

長

小
宮
山
印
刷
㈱小

宮
山
貴
史

清
水
建
設
㈱

取
締
役
社
長

井
上
和
幸

㈱
キ
ョ
ウ
エ
イ
ア
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役

社

長

廣
瀬
勝
巳
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㈱
小
松
ス
ト
ア
ー

代
表
取
締
役

小
坂
　
敬

㈱
新
橋
玉
木
屋

代
表
取
締
役

田
巻
章
子

や
す
幸

松
井
俊
樹

石
原
　
壽

㈱
銀
座
ナ
イ
ン

代
表
取
締
役

会

長

柴
田
孝
則

㈱
銀
座
木
村
家

代
表
取
締
役

木
村
美
貴
子

3口3口 3口

京

橋

八
重
洲
・
日
本
橋

崇
敬
者
（
氏
子
外
）

銀

座

新

橋

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

㈱
ぬ
利
彦

代
表
取
締
役

社

長

中
澤
彦
七

社

長

マ
ネ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
㈱

松
本
　
大

永
田
町
・
霞
ヶ
関

平

河

町

山
の
茶
屋

遠

藤

恒

夫

㈱
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル 

東
急

総

支

配

人

末
吉
孝
弘

㈱
ア
ル
フ
ァ
ビ
デ
オ

代
表
取
締
役

青
山
朋
孝

山
王
む
ら
さ
き
会

会

長

藤
田
　
誠

日
枝
神
社
四
葉
会

㈱
食
文
化
総
研

レ
ス
ト
ラ
ン
黒
澤
グ
ル
ー
プ

麹
町
・
紀
尾
井
町

㈱
ジ
ャ
パ
ン
グ
レ
ー
ラ
イ
ン

代
表
取
締
役

眞
下
慶
一
郎

弁
護
士
法
人 

一
番
町
綜
合
法
律
事
務
所

代

表

社

員

神
﨑
浩
昭

㈱
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
タ
ニ

代
表
取
締
役

社

長

大
谷
和
彦

㈱
ジ
ョ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

堀
切
健
司

㈲
ナ
リ
タ
美
容
室

代
表
取
締
役

成
田
弘
子

番
町
・
九
段
・
四
谷

㈱
伊
勢
半
本
店

代
表
取
締
役

社

長

澤
田
晴
子

表
千
家  

不
審
菴

家

元

千
　
宗
左

㈱
千
修

代
表
取
締
役

社

長

下
谷
友
康

三
番
町

田

中

康

博

池
田
薬
局池

田

新

二

㈱
榮
太
樓
總
本
鋪

代
表
取
締
役

社

長

細
田
　
眞

木
村
實
業
㈱

代
表
取
締
役

木
村
平
右
衛
門

中
西
瀝
青
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役

森
口
友
美
子

新
日
本
不
動
産
㈱

代
表
取
締
役

中
島
信
子

㈱
東
京
會
舘

取
締
役
社
長

渡
辺
訓
章

㈱
髙
島
屋

常
務
取
締
役

亀
岡
恒
方

正
金
商
事
㈱

代
表
取
締
役

蛯
原
宗
久

㈱
ホ
ッ
タ

取
締
役
社
長

堀
田
峰
明

㈱
小
林
傅
次
郎
中
央
地
所
部

代
表
取
締
役

社

長

小
林
久
子

銀
座
吉
田
㈱

代
表
取
締
役

吉
田
民
雄

㈱
木
村
商
店

代
表
取
締
役

木
村
暖
子

銀
座
越
後
屋

八

代

目

永
井
甚
右
衛
門

㈱
ギ
ン
ザ
の
サ
ヱ
グ
サ

大
手
町
・
丸
の
内

内
幸
町
・
有
楽
町

東
宝
㈱

名

誉

会

長

松
岡
　
功

泉
吉
㈱

代
表
取
締
役

岸
本
昌
子

㈾
清
水
隆
商
店

代
表
社
員

清
水

昭

治

㈱
桜
井
食
品

代
表
取
締
役

社

長

桜

井

　

勉

㈱
朝
日
写
真
ニ
ュ
ー
ス
社

代
表
取
締
役

社

長

阪
田
裕
一

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

執

行

役

員

田
苗
　
明

日
本
橋
𠮷
野
鮨
本
店

𠮷

野

正

敏

㈱
帝
国
ホ
テ
ル

取
締
役
社
長

定
保
英
弥

㈱
大
槻
装
束
店

代
表
取
締
役

大
槻
奈
津
子

き
ね
や
足
袋
㈱

代
表
取
締
役

中
澤
貴
之

日
枝
神
社

大
総
代

同同同同同同同同同同同同同同同同同

遠
藤
恒
夫

関
口
弥
寿
雄

笠
井
清
純

田
中
康
博

池
田
新
二

清
水
昭
治

岡
村
好
貴

松
岡

　功

野
永
喜
一
郎

安
西
暉
之

冨
田
正
一

小
坂

　敬

北
見
芳
夫

木
村
暖
子

安
倍
洋
子

羽
田
宇
男

細
田

　眞

亀
岡
恒
方

日
枝
神
社

宮

司

権
宮
司

禰

宜

禰

　宜

権
禰
宜

同同同同同同同同同

宮
西
修
治

大
塚
正
行

髙
原
聖
司

鎌
田
周
作

土
田
幸
大

八
巻
岳
秀

片
山

　徹

内
田
博
之

杉
山
正
吉
史

手
塚
和
記

松
橋
裕
晃

高
野
大
樹

佐
藤
祐
貴

中
島
大
二
郎

㈱
大
澤
ロ
ー
ヤ
ル

代
表
取
締
役

大
澤
忠
政

中
島
金
属
箔
粉
工
業
㈱

代
表
取
締
役

会

長

中
島
　
武

コ
ト
ー
商
事
㈱野

玉
善
一

㈱
ト
ミ
タ

取
締
役
会
長

冨
田
正
一

㈱
糟
谷

相

談

役

糟
谷
孝
男

㈱
井
筒
装
束
店

代
表
取
締
役

佐
織
鉄
郎

日
本
料
理
ゆ
か
り

野
永
喜
一
郎

エ
ス
ビ
ー
食
品
㈱

代
表
取
締
役

社

長

小
形
博
行

い
ち
よ
し
証
券
㈱

執
行
役
社
長

小
林
　
稔

山
王
熱
供
給
㈱

代
表
取
締
役

社

長

津
曲
荒
太

東
京
建
物
㈱

代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員

野
村
　
均

東
京
中
央
青
果
㈱

代
表
取
締
役

社

長

鈴
木
敏
行

㈱
フ
ェ
ム

代
表
取
締
役

藤
田
　
誠

㈱
錦
屋
マ
リ
エ
マ
リ
エ

取
締
役
社
長

勝
田
久
美
子

川
崎
定
徳
㈱川

﨑
眞
次
郎

代
表
取
締
役

会

長

北
見
不
動
産
㈲北

見
芳
夫

代
表
取
締
役

北
見
千
穂

㈾
北
見
商
店北

見
ま
さ
ゑ

代

表

社

員

㈱
泉
屋
東
京
店

代
表
取
締
役

泉
由
紀
子

㈱
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

社

長

是
枝
周
樹

㈱
ホ
ッ
ト
ア
ー
ト

代
表
取
締
役

望
月
秀
峻

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

取
締
役
会
長

鈴
木
健
之

㈱
髙
田
装
束
店

代
表
取
締
役

加
藤
充
則

順不同敬称略

㈱
ア
ー
バ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

社

長

服
部
信
治

頌

　　　　　　　春

　　　　令和
二

　

 

　　歳

㈱
植
む
ら
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役

十
文
字
弘
美

麹
町
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役

勝
山
　
勝

永
田
町
　
天
竹

荻

原

秀

夫

代
表
取
締
役

金
子
架
設
工
業
㈱

青
木
　
茂

㈱
プ
レ
ナ
ス塩

井
辰
男

代
表
取
締
役

社

長

京
橋
大
根
河
岸
会

会

長

鈴
木
敏
行

庚
子　

頌

　　　　　　　春

　　　　令和
二

　

 

　　歳

庚
子　

謹 賀 新 年謹 賀 新 年
順不同敬称略

謹 賀 新 年謹 賀 新 年
㈶
答
礼
会

理

事

長

石
川
幸
生

代
表
取
締
役

社

長

小
宮
山
印
刷
㈱小

宮
山
貴
史

清
水
建
設
㈱

取
締
役
社
長

井
上
和
幸

㈱
キ
ョ
ウ
エ
イ
ア
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役

社

長

廣
瀬
勝
巳
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謹 賀 新 年謹 賀 新 年

山
王
む
ら
さ
き
会

日
枝
神
社
氏
子
崇
敬
会

名
誉
会
長

会

長

副
会
長

同同同同同同顧

　問

同同同同同監

事

同

石
原
慎
太
郎

小
池
百
合
子

細
田
安
兵
衛

中
澤
彦
七

福
原
義
春

大
澤
忠
政

澤
田
晴
子

杉
山
博
孝

松
岡

　功

石
川
雅
己

山
本
泰
人

武
井
雅
昭

内
田

　茂

立
石
晴
康

河
村
潤
子

遠
藤
恒
夫

南
村
員
哉

令
和
元
年
例
祭
献
酒
醸
造
元
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

酒
は
、
こ
れ
を
神
々
に
献
り
、
そ
の
撤
下
を
い
た
だ
く
事
に
よ
っ
て
、

う
つ
う
つ
と
し
た
気
持
ち
が
晴
れ
や
か
に
な
る
百
薬
の
長
で
す
。

当
日
枝
神
社
の
御
祭
神
大
山
咋
神
は
、
古
来
、
酒
を
司
ら
せ
給
う

東
都
の
酒
神
と
厚
く
信
仰
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

お
さ
が
り

新

政

酒

造

㈱

酔

仙

酒

造

㈱

櫻
正
宗
㈱
東
京
支
店

秋

田

銘

醸

㈱

沢
の
鶴
㈱
東
京
支
店

賀
茂
鶴
酒
造
㈱

大
関
㈱
首
都
圏
支
社

ヤ
マ
サ
醤
油
㈱

盛

田

㈱

㈱

三

宅

本

店

濱

田

酒

造

㈱

小
西
酒
造
㈱
東
京
支
店

宝

酒

造

㈱

霧

島

酒

造

㈱

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
㈱

辰
馬
本
家
酒
造
㈱

日
本
盛
㈱
東
京
支
店

キ
ン
シ
正
宗
㈱

菊
正
宗
酒
造
㈱

白
鶴
酒
造
㈱
東
京
支
社

中

国

醸

造

㈱

薩

摩

酒

造

㈱

吉
乃
川
㈱
東
京
支
店

太

田

酒

造

㈱

黄

桜

㈱

㈱
ち
く
ま
食
品

㈱

山

本

本

家

江
井
ヶ
嶋
酒
造
㈱

桃
川
㈱
東
京
支
店

豊
島
屋
酒
造
㈱

田

村

酒

造

場

石

川

酒

造

㈱

㈲
金
井
酒
造
店

福
徳
長
酒
類
㈱

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱

鍋

店

㈱

木
戸
泉
酒
造
㈱

㈱
家
久
長
本
店

天

鷹

酒

造

㈱

㈱
小
山
本
家
酒
造

武
蔵
鶴
酒
造
㈱

㈱
矢
尾
本
店
酒
つ
く
り
の
森

近

藤

酒

造

㈱

土

田

酒

造

㈱

大
信
州
酒
造
㈱

山

梨

銘

醸

㈱

㈱
土
井
酒
造
場

㈱

本

田

商

店

都

錦

酒

造

㈱

㈱
酔
心
山
根
本
店

㈱
今
田
酒
造
本
店

酔

鯨

酒

造

㈱

土
佐
鶴
酒
造
㈱

司
牡
丹
酒
造
㈱

林
龍
平
酒
造
場

千
代
の
園
酒
造
㈱

㈱

福

光

屋

㈱
桝
田
酒
造
店

栃

倉

酒

造

㈱

㈱
丸
山
酒
造
場

㈱

北

雪

酒

造

奥
の
松
酒
造
㈱

㈱

佐

浦

和

田

酒

造

㈾

㈱

六

歌

仙

㈱
な
だ
万

代
表
取
締
役

野
原
　
優

裏
千
家
　
今
日
庵

千 

玄
室 

宗
室

㈱
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

代
表
取
締
役

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

淺
野
秀
則

安
全
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役

社

長

中
谷
宗
平

㈱
ア 

ル 

フ 

ァ 

ビ 

デ 

オ

㈱
伊 

勢 

啓

㈱
泉 

屋 

東 

京 

店

サ

ロ

ン

・

ド

・

ベ

ル

㈱
三 

雄

清

月

堂

本

店

㈱
代 

庄

日

本

橋

髙

島

屋

㈱

東

京

凮

月

堂

㈲
ト 

ー 

シ 

ン

㈱
日
本
旅
行
公
務
法
人
営
業
部

花

省

㈱
フ 

ェ 

ム

㈲
フ
ロ
ー
リ
ス
ト

響

花

㈱
マ 

イ 

プ 

リ 

ン 

ト

㈱
丸 

菱

㈱
三 

越 

伊 

勢 

丹

㈱
リ

ゲ

ー

ル

佐
藤
産
業
㈱

会

長

佐
藤
太
美
雄

朝
日
総
業
㈱

代
表
取
締
役

池
本
な
ぎ
さ

有
楽
商
事
㈱

代
表
取
締
役

平
沼
顕
司

㈱
信
英
堂

代
表
取
締
役

桜
井
俊
一

㈱
C
M
C

代
表
取
締
役

髙
橋
悦
郎

㈱
木
村
屋
總
本
店

代
表
取
締
役

社

長

木
村
光
伯

㈱
兵
左
衛
門

代
表
取
締
役

会

長

浦
谷
兵
剛

㈱
桜
井
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役

会

長

桜
井
美
国

㈱
丸
井
ス
ズ
キ

代
表
取
締
役

鈴
木
貴
博

廣
田
特
許
事
務
所

廣
田
雅
紀

頌

　　　　　　　春

　　　　令和
二

　

 

　　歳

庚
子　

代

表

佐

竹

昭

二

順不同敬称略
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一
　
月

　
元
　
　
旦	
若
水
祭

	
歳
旦
祭

　
二
　
　
日	

小
池
百
合
子
氏
子
崇
敬
会
長
参
拝

　
三
　
　
日	

元
始
祭

　
六
　
　
日	

第
五
十
五
回
奉
納
書
初
展
感
謝
奉
告
祭

　
八
　
　
日	

神
社
本
庁
鷹
司
統
理
参
拝

　
十
三
日	

印
章
護
持
祭

　
十
五
日	

神
符
焼
納
祭

　
十
九
日	

第
五
十
七
回
神
宮
初
詣
旅
行　

至
二
十
日

　
二
十
八
日	

新
年
互
礼
会

　
二
十
九
日	

神
社
本
庁
田
中
総
長
吉
川
副
総
長
参
拝

二
　
月

　
三
　
　
日	

節
分
祭

　
十
一
日	

紀
元
祭

　
十
七
日	

祈
年
祭

　
二
十
四
日	

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
奉
祝
祭

三
　
月

　
六
　
　
日	

第
五
回
責
任
役
員
会

	

第
五
回
神
社
総
代
会
（
大
総
代
会
）

	

氏
子
崇
敬
会
評
議
員
会

　
二
十
一
日	

春
季
皇
霊
祭
遥
拝

四
　
月

　
十
　
　
日	

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
結
婚
六
十
年
奉
祝
祭

　
二
十
一
日	

御
譲
位
御
安
泰
祈
願
祭

　
二
十
七
日	

末
社
山
王
稲
荷
神
社
例
祭

　
二
十
九
日	

昭
和
祭

五
　
月

　
一
　
　
日	

践
祚
改
元
奉
告
祭

　
五
　
　
日	

御
神
田
田
植
祭　

於　

千
葉
県
香
取
市

　
二
十
九
日	

御
垣
内
清
掃
奉
仕

　
三
十
一
日	

第
六
回
責
任
役
員
会

	

第
六
回
神
社
総
代
会
（
大
総
代
会
）

	

責
任
役
員
大
総
代
会
合
同
会

六
　
月

　
七
　
　
日	

山
王
ま
つ
り

　
　

〜

　
十
七
日

　
七
　
　
日	

八
坂
神
社
例
祭

　
十
三
日	

摂
社
祭

　
十
五
日	

例
祭

　
三
十
日	

大
祓
並
鎮
火
祭

七
　
月

　
二
十
日	

緑
蔭
朝
詣
り
と
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い

	

開
会
奉
告
祭
（
八
月
末
日
迄
）

八
　
月

　
四
　
　
日	

第
四
十
四
回
箸
感
謝
祭

　
二
十
六
日	

星
岡
会
（
旧
職
員
会
）

平
成
三
十
一
年
・
令
和
元
年
　
回 

顧

新年互礼会祈年祭
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三
十
一
日	

緑
蔭
朝
詣
り
と
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い

	

閉
会
奉
告
祭

九
　
月

　
七
　
　
日	

御
神
田
抜
穂
祭 

於 

千
葉
県
香
取
市

　
十
三
日	

第
五
十
二
回
中
秋
管
絃
祭

　
十
六
日	

第
五
十
四
回
敬
老
祭

　
二
十
日	

第
四
十
七
回
山
王
祖
霊
祭

　
二
十
三
日	

秋
季
皇
霊
祭
遥
拝

十
　
月

　
十
七
日	

神
嘗
祭
遥
拝

　
二
十
二
日	

即
位
の
礼
当
日
祭

　
二
十
三
日	

第
十
九
回
武
蔵
野
御
陵
清
掃
奉
仕

　
二
十
八
日	

第
七
回
責
任
役
員
会

	

第
七
回
神
社
総
代
会
（
大
総
代
会
）

	

責
任
役
員
大
総
代
合
同
会

十
一
月

　
三
　
　
日	
明
治
祭

　
十
二
日	

臨
時
大
祓

　
十
四
日	

大
嘗
祭
当
日
祭

十
二
月

　
一
　
　
日	

大
麻
神
札
頒
布
始
祭

　
二
　
　
日	

責
任
役
員
大
総
代
関
係
団
体
代
表
等

	

合
同
納
会

　
三
十
一
日	

大
祓
並
鎮
火
祭

	

除
夜
祭

大嘗祭当日祭 奉納剣道大会

稚児行列 摂社祭
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天
皇
御
即
位
後
初
、
一
代
一
度
の
新
嘗

祭
を
大
嘗
祭
と
称
し
、
天
皇
が
新
穀
を

中
心
と
す
る
神
饌
を
神
に
献
げ
る
祭
り

で
あ
り
、
令
和
元
年
十
一
月
十
四
・
十
五

日
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
大
嘗
祭
は

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の
京
都
御
所
か

ら
、平
成
二
年
（
一
九
八
九
）
に
は
東
京
・

皇
居
へ
移
さ
れ
る
な
ど
、
世
の
流
れ
に
応

じ
て
大
き
な
変
容
を
遂
げ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
応
仁
の
乱
前
の
数
百
年
前

ま
で
、
悠ゆ

紀き

・
主す

基き

両
国
よ
り
調
進
さ
れ

た
標
の
山
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
二
基

は
大
内
裏
（
平
安
宮
の
場
合
は
朝
集
院
庭

中
、
大
嘗
宮
の
前
庭
）
に
お
い
て
両
国
役

人
の
並
ぶ
位
置
（
境
域
）
を
示
す
た
め
設

置
さ
れ
た
標
識
塔
で
あ
り
、
大
嘗
祭
の
威

儀
を
高
め
る
装
飾
塔
で
も
あ
っ
た
。
上
部

に
両
国
や
斎
郡
の
名
が
書
か
れ
、
中
心
に

本
物
の
樹
木
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
下
部
は
山
形
な
ど
の
造
り
物
で
飾
ら

れ
た
。
標
の
山
は
大
嘗
祭
ご
と
に
連
綿
と

造
ら
れ
て
き
た
が
、
大
嘗
祭
が
十
五
世
紀

に
戦
乱
や
経
費
不
足
で
中
断
し
て
以
来
、

途
絶
え
た
ま
ま
現
在
に
至
る
。

　

標
の
山
の
飾
り
物
に
は
、
古
代
中
国
の

神
仙
界
の
物
語
や
祥
瑞
の
故
事
な
ど
に

基
づ
く
情
景
が
選
ば
れ
、
宮
廷
絵
所
絵
師

が
完
成
予
想
図
を
描
き
、
標
師
の
指
揮

下
、
細
工
師
が
組
み
立
て
た
。
北
野
斎
場

に
標
の
山
制
作
の
「
造
標
屋
」
が
各
一
宇

建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
大
き
さ
は
方
四

丈
、
高
三
丈
八
尺
、
十
㍍
以
上
の
建
物
で

あ
っ
た
。

　

平
安
時
代
の
大
嘗
祭
は
、
旧
暦
十
一
月

中
卯
日
に
神
饌
類
や
標
の
山
を
北
野
斎
場

よ
り
平
安
宮
ま
で
巡
行
し
な
が
ら
運
び
、

三
千
五
百
人
、
五
千
人
と
も
い
わ
れ
る
大

行
列
が
都
大
路
を
渡
り
、中
心
の「
御
稲
」

集
団
の
先
頭
に
標
の
山
が
並
び
、
台
車
に

載
せ
て
曳
か
れ
た
。
曳
行
は
基
本
的
に
、

北
野
斎
場
南
門
よ
り
大
内
裏
ま
で
南
下

し
、
悠
紀
は
大
内
裏
の
左
（
東
）・
主
基

は
右
（
西
）
を
南
下
す
る
。
七
条
通
り
で

東
の
悠
紀
は
西
、
西
の
主
基
は
東
へ
折
れ

て
朱
雀
大
路
で
両
国
の
行
列
が
合
流
し
、

最
後
は
揃
っ
て
北
上
し
平
安
宮
へ
、
と
い

う
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

平
安
貴
族
の
日
記
に
よ
る
と
、
二
条
室

町
の
桟
敷
席
で
は
院
な
ど
が
、
二
条
高
倉

で
は
摂
政
の
唐
車
が
見
物
し
た
が
、
行
列

は
現
在
の
祇
園
祭
山
鉾
巡
行
の
よ
う
に
順

序
正
し
く
行
列
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
貴
族
た
ち
の
見
物
車
や
馬
が
道
路
に

面
し
て
並
ぶ
前
を
、
両
国
の
標
の
山
が
互

い
に
先
を
競
い
合
い
、
見
物
車
を
引
っ
掛

け
た
り
、
混
み
合
っ
て
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
と
い
う
年
も
あ
っ
た
。
両
標
の
山
が

競
い
合
っ
て
奔
走
し
た
結
果
、
前
輪
が
壊

れ
た
り
、
車
軸
が
折
れ
て
死
傷
者
ま
で
出

す
喧
騒
の
な
か
、
神
饌
類
を
紛
失
し
た

り
、
損
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、
無
事
で
あ
っ

た
こ
と
が
未
曾
有
の
出
来
事
と
さ
れ
た
程

で
あ
っ
た
。

　

大
行
列
の
主
役
は
上
京
し
た
両
国
斎
郡

の
人
々
、
つ
ま
り
畿
内
の
外
の
地
方
民
に

よ
る
晴
舞
台
で
あ
り
、
両
国
に
よ
る
ラ
イ

バ
ル
心
を
露
わ
に
す
る
競
争
と
な
っ
た
。

　

行
列
は
朱
雀
門
、
応
天
門
よ
り
入
り
、

標
の
山
は
大
嘗
宮
を
囲
う
柴
垣
の
南
側
外

に
、
翌
辰
日
に
は
移
動
し
て
豊
楽
院
庭
中

に
台
車
よ
り
降
し
て
据
え
ら
れ
た
。
大
嘗

祭
終
了
後
、
標
の
山
は
天
皇
の
間
近
に
運

ば
れ
、
天
皇
と
後
宮
の
女
性
た
ち
に
よ
っ

て
嘆
賞
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
解

体
さ
れ
た
。

　

も
と
も
と
標

し
る
し

や
標
の
木
と
い
う
目
印
自

体
は
宮
廷
儀
式
に
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、

華
美
に
大
型
化
し
た
標
の
山
と
は
、
豪
華

な
素
材
に
丹
念
な
細
工
を
施
し
た
造
り
山

を
愛
で
る
「
造
山
遊
宴
」
と
い
う
中
国
の

風
習
が
日
本
の
宮
廷
儀
式
に
摂
取
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

標
の
山
は
大
嘗
祭
の
み
な
ら
ず
、
新
嘗

祭
の
宴
や
相
撲
会
に
も
据
え
ら
れ
た
。
そ

れ
ら
に
は
儀
式
成
立
期
よ
り
唐
風
装
飾
が

施
さ
れ
、
例
え
ば
平
城
遷
都
以
前
の
標
の

山
に
は
、
橘
が
金
銀
珠
玉
の
装
飾
と
と
も

に
用
い
ら
れ
た
。

　

そ
も
そ
も
大
嘗
祭
は
新
嘗
祭
と
同
一
の

儀
式
で
あ
り
、
七
世
紀
末
に
大
嘗
祭
が
分

離
さ
れ
て
即
位
儀
礼
の
意
味
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
唐
風
装
飾

は
大
嘗
祭
の
成
立
時
点
に
ま
で
遡
る
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』に
よ
る
と
、

新
嘗
祭
の
標
の
山
（
島
山
と
表
記
）
も
同

様
な
唐
風
装
飾
で
あ
っ
た
。

　

従
来
、
標
の
山
の
画
証
と
し
て
、
鷹
司

家
伝
来
の
「
大
嘗
祭
図
」（
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
長

十
年
（
八
三
三
）
の
『
続
日
本
後
紀
』
を

も
と
に
、
近
世
に
想
像
復
元
さ
れ
た
図
で

あ
ろ
う
。
絵
師
は
「
標
の
山
」
と
い
う
山

武
蔵
大
学
教
授
・
國
學
院
大
學
大
学
院
講
師　

福
原
敏
男

大
嘗
祭
の
「
標ひ

ょ
うの

山や
ま

」

寄 

稿
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形
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
山
裾
を
な
だ
ら
か

に
拡
げ
て
お
り
、
本
図
が
固
定
設
置
し
た

状
態
の
復
元
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
嶋
宏
子
氏
が
平
成
二

年
頃
に
描
い
た
「
悠
紀
・
主
基
標
山
想
定

復
元
図
」（
紙
本
著
色
二
幅
）
は
台
車
に

載
せ
ら
れ
、
中
心
の
樹
木
が
強
調
さ
れ
た

小
ぶ
り
の
山
形
で
あ
り
、
実
際
の
姿
に
近

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
折
口
信
夫
は
標
の
山
を
標し

め

山や
ま

と
呼
び
、
大
嘗
祭
に
降
臨
す
る
神
の
依

代
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
祭
礼
の
山
鉾

や
山
車
な
ど
（
以
下
、
山
鉾
）
の
源
流
と

考
え
た
。
山
鉾
も
標
山
の
よ
う
に
神
を
迎

え
る
装
置
、
動
く
依
代
と
し
た
。

　

つ
ま
り
標
の
山
を
、
大
嘗
祭
に
迎
え
降

ろ
し
た
神
を
奉
じ
て
、
大
嘗
宮
に
練
り
込

む
移
動
神

か
み（
む
）く
ら
座
と
し
、
標し

め

山や
ま

や
山
鉾
に
対

し
、
神
が
祭
り
に
降
臨
し
て
標し

め

る
＝
占
め

る
（
占
有
す
る
）
造
り
山
と
い
う
新
た
な

意
味
を
与
え
た
。

　

山
鉾
は
、
中
世
後
期
に
断
絶
し
た
大
嘗

祭
の
標
の
山
の
後
を
引
き
継
ぐ
か
の
よ
う

に
成
立
・
展
開
し
た
も
の
の
、
山
鉾
に
は

標
識
と
し
て
の
要
素
は
な
く
、
両
者
は
性

格
上
、
繋
が
ら
な
い
。
折
口
後
の
研
究
者

が
大
嘗
祭
に
据
え
ら
れ
た
標
の
山
を
山
鉾

の
源
流
と
し
、「
置
山
か
ら
曳
山
（
山
鉾
）

へ
」
の
変
遷
論
を
説
き
、
今
日
な
お
支
持

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
山
岳
信

仰
に
基
づ
く
聖
な
る
山
が
想
定
さ
れ
、
不

動
の
置
山
こ
そ
古
代
の
姿
で
あ
り
、
後
世
、

山
の
霊
力
を
造
り
山
に
移
し
て
、
町（
都
）

を
巡
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。

　

一
方
、「
風
流
囃
子
物
か
ら
山
鉾
へ
」

と
い
う
山
鉾
成
立
論
が
論
じ
ら
れ
、
山
鉾

の
ル
ー
ツ
は
中
世
後
期
の
西
日
本
に
成
立

し
た
「
造
り
物
、
歌
舞
音
曲
や
仮
装
な
ど

が
練
り
歩
く
風
流
囃
子
物
」
に
あ
り
、
そ

の
中
心
に
は
囃
さ
れ
て
練
る
傘
鉾
な
ど
の

造
形
物
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
都
市
民
は

こ
れ
ら
を
母
体
と
し
て
山
鉾
を
生
み
出
し

た
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
夏
季
の
疫
病

な
ど
の
災
厄
を
除
く
た
め
、
そ
の
元
凶
と

さ
れ
た
疫
神
を
山
鉾
に
依
り
つ
か
せ
、
囃

し
な
が
ら
居
住
地
（
氏
子
地
）
外
に
送
り

出
そ
う
と
す
る
信
仰
が
あ
っ
た
。

　

元
来
、
祭
り
ご
と
に
毎
回
新
作
さ
れ
る

簡
素
な
張
子
作
り
の
山
鉾
は
、
終
了
後
に

流
し
た
り
壊
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
趣
向

は
当
座
性
・
一
回
性
で
あ
っ
た
も
の
の
、

そ
の
後
、
各
都
市
民
の
嗜
好
に
応
じ
て
、

財
力
や
職
人
技
が
傾
注
さ
れ
て
美
術
工
芸

品
と
な
り
、
造
形
が
固
定
化
さ
れ
て
い
っ

た
。

　

一
方
、
大
嘗
祭
の
標
の
山
は
成
立
よ
り

断
絶
ま
で
、
基
本
的
に
は
毎
回
新
ら
し
く

作
ら
れ
る
工
芸
品
で
あ
り
続
け
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
者
と
も
成
立
期
よ

り
装
飾
が
施
さ
れ
、
巡
行
を
前
提
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

〈
参
考
文
献
〉
福
原
敏
男
「
大
嘗
祭
の
標
ひ
ょ
うの
山
、

折
口
信
夫
の
標し
め

山
」
國
學
院
大
學
博
物
館
編

集
・
発
行
『
大
嘗
祭
』
展
図
録
、
令
和
元
年

十
一
月

主基標山

悠紀・主基標山想定復元図（中嶋宏子画、國學院大學博物館蔵）

悠紀標山
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進
　
殿

�

令
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元
年
十
一
月
十
一
日

　
三
枝
進
殿
は
平
成
二
十
年
七
月
か
ら
当
神
社
大
総
代
、
氏
子
崇

敬
会
常
任
理
事
を
務
め
ら
れ
、
神
社
の
維
持
運
営
に
御
尽
力
頂
き

ま
し
た
が
、
令
和
元
年
十
一
月
十
一
日
に
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
行
年
八
十
二
）

　
茲
に
御
功
績
を
称
え
、謹
み
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。

御
神
米
づ
く
り 

抜

穂

祭

国
民
祭
典
の
奉
祝
祭
り

　9月7日に神社職員と氏子崇敬者、総勢25名で千葉県
香取市の御神田に赴き、恒例の抜穂祭を執行しました。
　天候にも恵まれ、祭典後の稲刈り奉仕では御神田の殆
どの部分を手作業で刈ることができました。
　そこで収穫された新穀は11月14日の大嘗祭当日祭に
お供えされました。

　
令
和
元
年
十
一
月
九

日
に
天
皇
陛
下
御
即
位

を
お
祝
い
す
る
国
民
祭

典
の
奉
祝
祭
り
が
皇
居

前
広
場
に
て
行
わ
れ
、

東
京
都
内
か
ら
多
数
の

神
輿
、
山
車
が
繰
り
出

さ
れ
ま
し
た
。
当
社
か

ら
も
神
輿
と
山
車
が
一

基
ず
つ
出
さ
れ
、
盛
大

に
御
即
位
を
奉
祝
し
ま

し
た
。

奉

　

　

納

　
内
閣
府
辞
令
専
門
職
茂
住
修
身
殿
（
新
元
号
発
表
時
に
官
房
長

官
が
示
し
た
「
令
和
」
の
揮
毫
を
御
担
当
）
よ
り
、
元
号
「
令
和
」

を
揮
毫
し
た
色
紙
、
並
び
に
元
と
な
っ
た
和
歌
を
揮
毫
し
た
色
紙

の
御
奉
納
が
あ
り
、
令
和
元
年
十
二
月
三
日
に
奉
納
奉
告
祭
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

「
令
和
二
年
庚か
の
え
ね子
年
日
枝
神
社
家
庭
暦
」。

現
在
、
二
百
円
に
て
頒
布
中
で
す
。

日
枝
神
社
家
庭
暦
上
梓



前　厄 本　厄 後　厄

平成9年生
24歳
うし

平成8年生
25歳

ね（ねずみ）

平成7年生
26歳

ゐ（いのしし）

昭和55年生
41歳
さる

昭和54年生
42歳
ひつじ

昭和53年生
43歳
うま

昭和36年生
60歳
うし

昭和35年生
61歳

ね（ねずみ）

昭和34年生
62歳

ゐ（いのしし）

令和２年厄年表（数え年）
男の厄年

前　厄 本　厄 後　厄

平成15年生
18歳
ひつじ

平成14年生
19歳
うま

平成13年生
20歳
み（へび）

平成元年生
昭和64年生

32歳
み（へび）

昭和63年生
33歳
たつ

昭和62年生
34歳

う（うさぎ）

昭和60年生
36歳
うし

昭和59年生
37歳

ね（ねずみ）

昭和58年生
38歳

ゐ（いのしし）

女の厄年

Ⓒわたせせいぞう

東京都千代田区永田町２丁目10番５号
TEL.	 03−3502−2205
FAX.	 03−3502−8948
http://www.hieakasaka.net/

日枝神社
結婚式場


